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〔カノニカル ･シ リー ズの特性〕


































§1で述べたカノニカル ･シ リー ズはどのように構成され得るのであろうか｡再び強磁性体
のスピン模型を例にとって考える｡カノニカル ･シリー ズの特性 〔1〕は各近似が,臨界現象に
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関してはWeissの平均場理論 と同じ結論 を導 くものであるということである｡ いま求めてい
る近似例がWeissの平均場理論をクラスターに拡張することによって作られると考えるのは
むしろ自然であろう｡正しく取扱 う領域 (クラスター )を大きくすることによりゆらぎの効果
が取 り込まれ,より良い近似が得られるはずだからである｡しかしながら,どのように拡張す
べきかは,けして自明なことではない｡





































































リー ズという意味において〝 性質よく収束する〝 ように見えるO構成された近似列がiかなり
普遍的にある性質を持ち得ることは驚きであり,研究すべき事実である｡研究会にも出席 した
Prof.C.Tsallisは,この近似列の持つスケー リング則から真の臨界指数が求められること
(CAM)に二重の驚きを感じると語ったが,むしろこの2つは同一の数学的構造に起因する事
なのであろう｡
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